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要約 

ス ー カ ンセラーには 学 に した実 の が求められる。特に 日では ーム学 や多文

化 などを に ますます多 な が求められ 教育の も重要と考えられる。そこで

者らは でス ー カ ンセラー の認 ースを つ ュー ー 大学と臨床心理士・公認心

理師 ラムを つお の 子大学の共同 として 学 における多文化理 と子ども支援

を内容とする を 2016 年と 2018 年に行った。本 では それらの講 内容について し ス ー

カ ンセラー について を得た。 

 

キー・ワード：ス ー カ ンセリン ス ー カ ンセラー 多文化理   

 
I プログラムの理念と経緯 

ス ー カ ンセラー（以 SC）には

カ ンセリン の力だけでなく 学 で教師

と するための が く求められる。 
例え でカ ンセリン および関

における 教育の と認 を行う 
Council for Accreditation of Counseling and 
Related Program（CACREP）では ス ー カ

ンセリン の 教育として （a）ス ー

カ ンセリン の と発 （b）ス ー カ

ンセリン ・ ラムの （c）P-12の

的キ リ 発 （d）学 ースの

ラ レー ョン ン ー ョン （e） 
P-12 の教育に特化した セス ン を に

カ ンセリン だけでなく ス ム 化や多

ーム 者 ン ー ョン

の多 な での SC 役 の理 や ス ー

カ ンセリン ・ ラムの ンや心理教

育 が実 できる力 を SC 教育の必

として している（CACREP n.d.）。 
本 では 臨床心理士・公認心理師ともに

的資格であり SC に特化した大学・大学院

教育における認 ラムではない。一方で

学 で求められる や は く 他

と本 的 は共 とはいえ 学 に特化

した 的な実 を学 ことで理 できる事 も

多いは である。上記 CACREP では 48
（2020年以 は60 ）のSCに特化した学

びを としている。それだけの学びが本来は

SC実 に必要であるなら 2 6 どの学

臨床関 の で をすべきか。 を他の

でどう補うか 相 の が必要である。しか

も ーム学 やい め予 など 学 で SC
に求められることは増加している。それらにも

できるSC教育を考えることは重要である。 
とこ で こうした の 題を考える上では

のような SC ス ムがある 度 化さ

れている の を学 ことも とつの方 であ
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う。SC 活動は や の教育 と びつ

いて による もある一方で 学 という で

の子どもの課題や 学 という での支援には共

点もある。SC 活動や SC の には

を えて相 に学 べきものがあると考えられる。 
特に では SC （American School 

Counselor Association: ASCA）が SC活動の

要を す （ASCA ）や 必要なスキ

について 多くの資 を SC に し 大学

院では CACREP の認 を受けた SC ース

が多くの大学院に けられている。本 に し

ている 的なSC教育という点で い。 
そこで 一 者は SC 教育に長く り

（Stone & Dahir 2016）ASCA で主導的な立

にある 者と交 を重 てきた。その

2016年 と2018年 の2 に たり 属する

ュー ー 大学（以 NYIT）大学院 SC
ースとお の 子大学大学院発 臨床心

理学 ースの共同 の を得た。 
NYITの大学院SC ースは CACREPの

認 を受け 者を 心に 主に ュー ー

び で くSCの を行っている。 
ASCA 3 （ 在 ASCA では 4 に

行 ）では 多文化カ ンセリン 理論や多文化

ン ンスを習得し 多文化 や多文化な文

を まえた活動 を行うことが必要とされ

ている。そのため SC においても 多文化理

スキ を う が必 とされており NYIT
では 後 の多文化 ュ ィを れる と

多文化理 の ージョン教育として 外で行う

の2つが されていた。 者らは 後

者の 教育カ ンセリン 683 ー

ン キス における多文化主 とカ ンセリン

（EDCO 683 Multiculturalism and Counseling 
in a Global Context）という を お の

子大学（日本）で行うことを考えた。 者は

の SC 教育との交 は 後の日本の SC 活動

や SC にも を えるであ うし

の多 化は日 ともに増加の一 であって 多

な文化的 を つ ラ ン とのカ ンセ

リン に必要な や を 得することは

方の学生にとって重要と考えた。またNYIT学生

にとって 外での学習では 的・ 的・文

化的・ 教的・教育的な特 をその文化に るこ

とで 的に学べる。日本での であれ

ジ 文化 において ジ ン ー・性 向・ 教・

的 や 力・ などの い多 性

がどのような を つかを 求し の

において多 な ジ 文化に える。これらを

者は当 の 的とした。 
一方 一 者が 属するお の 子大学の

大学院 間文化 学研 発 臨床心理学

ースは 臨床心理士資格認定 の 一 指定

であるが 学部 学 の もあり

・教育 での子ども支援を 指す学生が

的多い特 があった。教育センターの心理相談員

や SC を修士修 後の進 とする学生も なくな

い。SC をめ す NYIT 学生との交 を して

での子ども支援について生の を き

NYIT 学生と共に子ども支援の に いたり 支

援の 性について考えたりすることは 後子

ども支援を行う上でも 多文化理 という点でも

学生にとって 重な学びの になると考えた。

さらにNYITとの共同 であれ での大

学院教育の一 を 内にいながら できる

点もある。 
一 者は 学 臨床心理学特論 ュ

ィ心理学特論 などの を大学院で担当して

おり 2016年度は ュ ィ心理学特論 ま

た 2018 年度は 学 臨床学特論 をNYIT との

共同で行うこととした。後 のように 内の多

な文化的 をめ る 2016 年度の ラムは

ュ ィ心理学特論 SC活動 について

の発表を 心とした2018年度の ラムは 学

臨床心理学特論 とし 共同 の 修で

お の 子大学学生は それらの の を
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取得でき NYIT 学生は NYIT から上記

EDCO683の が取得できる である。 
なお 2016年 の共同 では NYIT学生の

受け れに当たり 日本学生支援 （以

JASSO）の 定受け れ による資 援助を受

けることもできた。NYIT 学生 に 学 が

される 度である。この 度の 件として 日

本 教育講 やレ ー の 日本 学生との

交 などがあり 2016年度はそれらも行った。 
本 では これら2016年 と2018年 の共同

について し 後の SC の を

得ることを 的とする。 

 

Ⅱ プログラムの実際 

1．2015年夏のプログラムからの示唆 

2016 年 の ラムに けて 2015 年

に NYIT で 者らが ン タンと で

行った多文化スキ 育 の に 本学の大学院

生3名と 一 者が 加した。その 要は

したが（ ・ ・ 部・ ・Dahir 2016）
多文化 ュ ィである ュー ー の特長

を活かして スパ スラム

ラ などの ュ ィを れ 当

の支援者や当事者から 支援や ー について講

を き 見学や での 事などを して

文化を するものであった。それ れに なる

文化を い 多くの その ュ ィの

者である支援者から生の を くことは 生き

ることを して 新され され ける文化

を で る であった。また 多 な文化

的 を つ 加者との交 からも文化的 を

められ 日本 すな ち リ ィとして

を歩くことも 文化 になった。 
 この ュー ー での ラムを まえて

2016年 の ラムの要件として 以 を考え

た。（a） の多 な文化的 ュ ィを

する （b） ュ ィで なる見学でない

本 的理 に繋がる ができる （c）NYIT 学

生には 在そのものが 文化 であるから

日本の文化的理 が まる （d） 備 間が く

なので 多数の多 な ュ ィを で

きなくとも 形や 的な発 など を理

できる要 を り の 点である。これらは

お の 子大学の ュ ィ心理学特論

にも した内容と考えた。 
 立学 進学者が多い 心 を残す

新 の多い臨 など 内の 特性

は であり それらを に 公立学 には

の を っての事 や の実 を

する子どもたちの支援 ー がある。2016年 の

ラムでは お の 子大学から セス

しやすい を 心に 外 ュ ィや

特性が な 日本や の を ら

れる ・ などを し を

を とした後 のような ラムを

考 した。文化 見学には 事 の予 や ち

の 題などがある。 ン タンで

のNYIT ラムでは 年もかけて充実さ

てきたとのことであり 同 の充実は では

もあると考えられ か りに を とする

ことで 在の の学 や子ども 教師や SC
との交 が その となる 的・文化的な理

との繋がりによって まることを した。 
 
2．2016年夏のプログラム 

 2016 年 に行った ラムは SC の多文

化 ン ンス を主題に 多文化について

をめ り を ることで 文化の形

や の を理 し 日本の文化や 代

が子どもに える を理 することで 多文化

ン ンスを得ることを らいとした。 
的な の 要は表1の りである。この

他 日本 学生が教師・ ューター役となっての

日本 レ スンや 日本の学 度 日本の学

文化 性の 子化 などから ー

を で日本 学生が5 度 レ ンする時間  
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表１ 2016年夏プログラムの概要 

 
員で を共有する時間などを学内で行った。

日本 学生は のある日だけの 講 加も と

し 2 日 と 3 日 の公 講 ・リ ー ー

ス研 による講 ・見学は自由 加とした上

で 4日間 4 の 講 とした。 
以 日 に ラムの 要を する。 
 

） 日  
日は 日本の学 と 代 を主題に 大学

での リ ン ー ョン後 公立 学 での見学

と SC との交 大学生 での を て

から を見学し を歩いた。 
 の リ ン ー ョンでは NYIT 学生の来

日から大学 までの を き の な

理的特 と から 代 の 見学する

と学 の特 などを教員から した。 
 NYIT 学生からは 言 が ない に来た

や 公共交 関での かさ から

をする など 日本 の ーの さ の

きなどが多く られ 来日そのものが大きな

ンパ となったことがうかがえた。日本 学生

も NYIT 学生の を して、あらためて日本の

文化や の特 に く 子だった。 
 学 見学では 教 や学 ・ 育 ・

ー ・ の 教 など 内見学の他  

 

 
部活見学では部活動で した生 たちと交 し  
相談 見学では SC とも交 した。 支援や

い め はもち 特 支援教育を 点

について大 活発な があった。NYIT 学

生は 大学院生とはいえ と どが 役 SC で

あり それだけに実 的な が次 と された。 
 大学生 での の後 を見学し 
ながら の に見学をした。大

学から セスがよく 8 で や

の 題が多い時 であったことからこの ー

とした。 では の を りに

次 大 当時の生活を できる や

立公文 が する大 直後の

などを 長時間に たり 心に見学していた。

者の や数 学 など 当時の子ども

の らしや 後日本の 発点を る となった。

日本 学生にとっても めて ることがあり 外

学生と共に あらためて日本について く

ことが の の 心となることを さ た。 
）2日  

 2 日 は 多文化理 の必要性について考える

日とし Becoming a Culturally Competent  
School Counselor と題した 者Dahir教
の公 講 であった。 方からも 役 SC の方

が多数 加され 講 後には活発な 論が交 さ

日にち 講義テーマ 概要 

初日 学校と昭和の歴史 公立中学校訪問，靖国神社，昭和館，皇居見学 

2日目 多文化理解の必要性 Dahir教授公開講演，日本のSCとの交流 

3日目 現代日本理解：現代日本の

労働市場とキャリア教育 

リクルートワークス研究所訪問，東京駅周辺ビジネス街見学，上野公園博

物館見学 

4日目 江戸から明治，現代の子ど

も若者 

江戸東京博物館見学，浅草～御茶ノ水～本郷界隈（含む湯島天神）散策，

青少年プラザ訪問（中高生との交流） 

5日目 日本のしきたりと世代差 日本の結婚と家族の世代間格差（ゲストスピーカー講演），茶室での茶道体

験 

6日目 多文化な今日の日本 しんじゅく多文化共生プラザ訪問，コリアンタウン・ムスリムタウン散策 
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れた。SC の多文化理 や支援についての 論が

多く 日本の学 でも 外に ー を つ

・生 の が増え 多文化理 スキ が

求められていることを実 した。 
）3日  

 3日 は 代日本理 代日本の

とキ リ 教育 と題して リ ー ー ス

研 の 力で くの ン リジ ン

にあった同研 （当時）に き 研 員の

方から 者の増加など日本の

の動向と 年のキ リ 教育とその につ

いて発表して いた。 
 日の で見た 年の とは なる

ンな 心部で 在の日本が える課題を

る となった。 のSC の 3 大支援 の

とつはキ リ 支援であり キ リ 教育やその

後にある の 題にも NYIT 学生は

を かれたらしく 活発な があった。 
 後はそのまま上 と 動し 上 公 の見

学とした。 動 などそれ れ に

ての見学となった。 
 この 2 日 3 日 は 日本 学生には自由

加とし NYIT 学生は 日の自由行動の 備も

て 交 ス ムなどに れる 間になった。 
）4日  

 4日 は から の と 代の子ども

者理 を主題に は を

見学し で を と り

で自由に 。その後 に 動して

大学発 の を見ながら本 と本

を り 年 ラ を して 大学

を見学して という り の ースであった。 
 では 事 に 備して の

ーに 加した。 かい には がな

い学生もいたが 時代の の発 や 当時

の らしなど 日本的な を し ことができ

た。そのまま を って を で

り 。 だったが 自由行動で と

見学などをし と 動した。

そ の の ラ を見学す

る学生もおり から の を で

る ースであった。 
 年 ラ とは 度か事 に ち

見学 だけでなく 方に 点のある見学を

と し った。 として 年 ラ で に

一 定例で行 れている ン に

NYIT 学生が び り 加する形で 生と交

した。 での ームを 年 ラ の ン

ス ラ ターのリー で NYIT 学生と日本

生とが一 に し だ。また 見学でも

NYIT 学生は 的に来 の 生に で

しかけ スタ フにさま まな をしていた。

見学後は スタ フから 当 年 ラ を

運営する NPO の事 内容や 者支援の内容 に

ついて発表を き を行った。 年

ラ での子どもたちの姿や でも学 でもな

い の で支援を行う NPO の を き 日本

の子ども支援に理 を めた。その後 大学

キ ンパスを り 学生 で となった。 
）5日  

 5日 は 日本のしきたりと 代 を主題に

をめ る ス ス ーカーの と

を行った。 
日本の と の 代間 について を

間 に えた SC から 観の 代間 や ー

ラ フ・ ランスなど 自らの を まえた

講 を いた。同 代の者 また 同 SC とし

て をめ って らかになる 代間・ 間

の や ー ラ フ・ ランス の の に

ついて 日 の 加者ともに共 することがあっ

たようで を えた 論が り上がった。 
後はお の 子大学が 有する

にて 部の 力を得て をした。

に する しさや しい 子 やし

きたり の など NYIT 学生にとっ

ては 自 の文化とのあまりの いに めない
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子もあったが 重な となった。 
 また 日とこの日 日には に日本

講 を行い 日本 の文 の や な

などを日本 学生とNYIT学生が になって学

セ ョンも行った。 
）6日  

 6 日 は に大学で日本 講 やまとめ

のレ ー などを行った後 後は 新大

リ ンタ ンと するムスリム

を して 外 者と日本 の交

や外 者 の生活 などを行ってい

る し く多文化共生 ラ を した。 
 し く多文化共生 ラ では 同 の 置

主 や活動 外 者数の などについて

講 を いた後 で外 ・生 も

子どもたち の支援を行う の SC や学 関係

者からの講 もお きし 見交 を行った。 
ン タンでの 文化スキ と も

した形 の 日であり 代の多文化化した学

での子ども支援という日 の 性を る時間

となったようだった。 
 
3．2016年夏のプログラムからの示唆 

 以上のように 2016年 の ラムは 大学

外の活動が多く 2015年の ン タンでの 文

化スキ の の内容を したものだった。 
 NYIT 学生にとっては 実 にさま まな

を れて そこでの支援者と交 することで

文化を多 的に できる になった。また日

本 学生にとっては そうした やNYIT学生

の反 などから 自 たちも いていなかった

日本文化や の 性 について新たな き

を得る の多い となったと考えられる。 
 しかし反 見学 の から学 には 見学

を して かに き それを し け

次の実 に活かす の力が必要とされる。

の数よりも 自 の に えてもらえる

や 学生相 のやりとり や大学で の

に助けを求めながら い 間であっても言 の

なる に自ら生活して る ということの方が

行 とは なる ならではの学びに繋がり

やすかったようであった。その では あえて

キ ンパス外に かけなくとも 文化 を日

方の学生が できる 性は にあると

いう ごたえがあった。 
また 当 ながら 外部との交 の多い を

ためには 相当な 備や ち が必要で

あった。これまで交 のなかった 年 ラ の

NPO やし く多文化共生 ラ に ンタ

をとり に いての 力 や事 ち

をし 部とも ち の

事 子や などの実 と管理

など に多くの 備を行った。さらには

から までの 内や との ち

での生活の ー で必要な のレンタ

予 支 い JASSO 関係の や 課・学生

課との 日の 内 動や の ー な

ど ラム以 の生活支援のための 備も

大であった。 教や 年 性 も なるNYIT
学生には 事 でも の が必要な が

多く ただでさえ 行動に れていない

学生を で するのは容 ではなかった。

ン タンでの を した大学院生の 方と

しての 力や く受け れてくださった 年

ラ し く多文化共生 ラ の 力な

しには行えない であった。JASSO の 学

もNYIT学生には になったが 加 であ

ったため 定から ラム実 まで1か

しかなく 加学生や ラムの

整に された。そうした事 もあって ての

ラムを なしで実 したが その点は

日本 学生も は いつつ 大きな 題もな

く を行え 後の による の 性に

ついても自 になった。 後は 次 に備えて

ラムと 後の 備 について

を 文の備 を 者らで した。 



  子・Carol Dahir によるス ー カ ンセラー教育の ュー ー 大学との多文化理 のための共同 7
 

4．2018年夏のプログラム 

2017年には 2016年と同 の ラム実

を NYIT と 備していたが JASSO の

定時 が になり 日 が しくなって

とした。その を まえ 2018年 には

学 の に関 ら 学生の 数が まで

にそ え ラムを実 することとした。 
 2018年 の ラムでは 当年のお の

子大学 の が 学 臨床心理学特論 である

ことや 備 間が いこと 2016年の から

は数より と考えられたこと などを考

して 本的に学内で SC や学 臨床に関する

事 を日 で発表し う形 とし 学外 の

はお の 子大学の とは り して

NYIT学生と 者らの で行うこととした。NYIT
でも の から 行動が になる

よう 子学生の を し 事 の リ ン ー

ョン でも 行動や 生活 の け

の ー の 認など 以上に な

備が行 れた。 
2018 年の ラムで レ ンの主題とした

内容は表2の りである。日 の学生が で

レ ンし の後 ー 討 を行う形

とした。2018年度から公認心理師 ラムが

されたこともあり 教育 での課題やそれ  
 
表２ 2018年夏プログラムの概要 

の が 日 方について理 できるように

一 者が主題をあらか め 定し 者と内

容の 整を行った。事 に 大学で 学生の 担

を め スラ の 備を行った。ただし こ

れだけでは で日本文化に るという NYIT
の要 に なため 表2の後 に した学

外での ラムをNYIT学生の 行った。すな

ち 2016年 ラムでも した 年

ラ し く多文化共生 ラ リ ー

ー ス研 学 の である。

の見学は に れた 者とNYIT学生

で 行った。また 日には School 
Counseling Models in Japan and in the United 
States と題した 者の公 講 も行った。 

での レ ン ー ョンは 日本 学生に

は 担であることを したが 学 の 外

がある学生も多く に のある

学生は そうした学生と を などの で

心配も となった。 者らしく 日 ともに

パ ー ン の 表や 動 の もあ

る力 の発表が いた。 方の 的な取り

が 学生相 の交 も 進した。 
2016年 にも たことだが NYITから

者が同行することで 学生にとっては は

日本であっても 自 での と同 をも 

 1限 2限 3限 4限 

初日 オリエンテーション 
日本語講座   

日米の学校制度 日米の学校現場の課題 日米のSC制度  

2日目 日米の学校生活の実際 日米のSC活動とSC役
割  

日米のSC資格  日米のSC養成教育  

3日目 文化的所感：米国の文化
的複雑性と文化的価値 

日米の児童虐待 日米の特別支援教育 日米の不登校 

4日目 日米のいじめ 日米の教師コンサル
テーション  

日米の教師との協働およ
び保護者地域との連携   

グローバル市民とな
る：まとめと討議  

中間日 
コリアンタウン 散策 

しんじゅく多文化共
生プラザ訪問 

(移動) 青少年プラザ訪問 

中間日 
中学校見学 中学校見学 

(夜間)リクルートワーク
ス研究所訪問 
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って に臨 自 と 心に取り 姿勢が

られた。実 度も めて 者が 
指導を行う もあり 学生指導という でも

方の教員がいることで学びがあった。 
時 では 当 時 の ー に て 15

から 20 度の レ ン ー ョンを日 方

の担当者がそれ れに行ない の後 学

生ないし教員から し いの ー が され 日

の数名の ー に かれて 討 を行っ

た。その後 後に での共有と とい

う形で 時 が進められた。 
日1時 は リ ン ー ョンを て

日本 講 で学生同士の ュ ケー ョンを

り の ンスなども行った。2016年

ラムで した日本 講 のパ ー ン

資 などを活 できた。 
2 時 以 は 表 2 に したように 時

の ー は 日 方の教育 度から教育 で

の 代的課題 日 的な学 生活の在り方や特

（ラン や学 行事など） い めや

SCの 度や資格 度 SC カリキュラム

の内容や SC の役 教師 ン ー ョンの

実 など 学 での課題と SC の在り

方が学べるものであり 方の学生にとっても関

心の いものであった。 的にすべての ー

を学 ことで 日 の共 点や相 点 SC とし

て必要なこと などについて お いに を受

けて 活発な ー 討 がなされた。 
日本 学生は は修士の 1 2 年生であっ

たため 学 臨床の も ない学生が多く 教

員から 補 を行ったが NYIT 学生の発

表を いて 日本の についてさらに を

つことができたり 新たに関心を いたりする

子が見られた。他方NYIT学生は も と

どが ンターン で SC 実 の 者であ

った。そのため NYIT 学生の発表は かつ

リ リ ィがあり 自らの を まえた 力あ

る発表であった。NYIT 学生には SC のない

日本 学生の発表がやや りない点もあったか

と うが 日本 学生は多いに を受けた 子

であった。ASCA をどう学び でどう

動くのか 一 者にとっても理 が まる レ

ン ー ョンであった。 
また 学外の 関 の は 2016年 に次

いで2 であったため 備も実行も 的ス

ムー であった。 
リ ー ー ス研 には 後の

に したが 研 は に しており

の 見学や 後の新 見学など

の一 を る にもなった。 と同 に

とキ リ 教育について の動向を

発表して き を行った。 
し く多文化共生 ラ では 担を考え

て SC との交 は 外 ー を つ子ども

支援の実 事例 について 長からお を った。

内のある 学 で 外 ー を つ と日

本 の が それ れの 者の交 を増

やしたいと考え 子どもたち自ら 者を招く

ン を して 者間交 を した事例で

あった。日本に して子育てする外 者

には 学 の心理的な も く 外 ・

日本 ともに多 とあって パパ ・ とな

る が ない。そのことが いっそう での

子育てを しくしていると 学生自 が考えて

に関 ら 子で しめる行事を し

自の 者を招いたのである。たく に 者

同士を び ける子どもたちの力に する学生も

おり 外 ー を つ子ども の支援について

学 大 有 な時間となった。 
年 ラ では 2016年 と同 に 定例の

ン に 加した。フ ー スケ な

ど な ームを 生の 加者と一 に

で行ったが は NPOの 担 もあって

NPO からの レ ン ー ョンは 見

学と としたので その ームに時間

をかけて っくりと 生との しい時間を ご
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すことができた。また 年 ラ 教育セ

ンターの で 教育センターの 見学や教育

センターの役 についても学 ことができた。 
また 学 見学でも は SC との交 を

したが 学 の に ちたレ

や の進 関係の などから 次 と

が た。2016年 には 日だった 学

が は 日だったことで 2016年 よりも

ち いて っくりと ができた。NYIT 学生

が 時にはすでに 日本の教育 やその課題

について から を得ていたことや 日

えに 在 に学 だことをまとめながら

ができ 有 であった。 の や の関

係もあるので ラムを大学の で める

ことは しいが ラム の を考えて

配置することも当 ながら重要と考えられた。 
 
5．2018年夏のプログラムからの示唆 

このように 2018 年 の ラムでは 2016
年 の も まえて なるべく 理なく い学

びができるよう ュ ィ の とは

なる 学内での発表 心の ラムとした。 
特に 2018 年 の ラムは 学 臨床や

SC についての発表を 4 日間に たって重 てい

くことで 日 方の学生にとって 文化理 の

点を げると同時に 学 臨床や SC 活動につ

いて 理 と 考を めながら 時も めて

より い交 ができたことが大きな であった。

大学内での 習形 の を日 共同で行えたこ

とは 後の の にも となると考えら

れた。部 的に日本 での補 は行ったが

4 日間の学生の ュ ケー ョン力の向上

はめ ましく 大学内で長時間 ー 討 を行

ったことで ュ ケー ョンスキ の

にもなり 予 以上の があった。 
NYIT 学生にとっては 大学内での討 学外

での 自由時間の 自それ れの

に た （日本） という3 で

された ラムであったが 自由時間を

に いることで の なさを補うことは

であり し 学内で長時間に たって日本

学生と交 できたことが 的な 日 行で

は得られない学びの となったようだった。 
 

Ⅲ プログラムからの示唆 

 以上のように 2016年 と2018年 の

ラムは NYIT 学生にとっても日本 学生にとっ

ても 自らの 文化 を して の らし

の 後にある文化の多 性とその そうした

文化的 いを にした子どもの支援 ー

や SC 活動の いと 文化 を えた本 的な共

性について学 ものであった。 
 者は 日本以外でも の によ

る を している。その で の2つの

ラムを した としては でも2週

間の 在 2018年 の ラムのような より

い文化的理 と を にする ラムの

重要性であった。2018年 の ラムでは

後の発表と で 日 の学生が カ

にも ラ ー にも しく交 できた。  
2016 年 ラムの NYIT 学生からは 例

え 次の主 の もあった。“自 の スキ

を 大 使い それは を育 間なった。共

点を実 し いも理 できた。日本 学生の

の見方を り、 に する新しい考えを

学び 以 より文化に になって を歩けた。” 
 また 同 に 2018 年 ラムのNYIT 学

生からは 次のような があった。日本 学生

がより い 点から学 文化を考え それを 化

さ る ィ に くことに できたと

う。このことは 日本 学生が日本の学 で

の SC として けるようになったときにも役立つ

と う ラムに 加して の とい

うのが リカであり そこには多 な文化があ

ることを実 した。 リカは なる からで

きていて とつの を し けることは し



10 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 21 号 2019 年  
 

いことにも いた。日本は リカに べて

一性の い であるため 考え方や や習

が容 に 内に がりやすいと った 日本で

の 日を い すと の言 や べ や習

に れ てを取り もうとすることで 自 は

しきっていた。この は 新しく して

きた子どもたち のこれまでとは く なる新し

い共 を に育 だ。  
これらの 特に 後の に されるよ

うに 自ら 文化と い 文化に ることで

文 の上で学 文化理 とは なる次元で 2
つの ラムは 外 ー を つ子ども の

見えにくいが大きな や支援 ー を リ リ

ィをもって理 する となったと考えられる。 
学 的な学習と 学習の ランスをどうと

るかは 行 であるが 2018年 の ラム

のように 学生間の交 を りながら なる文

化的な の理 を め 間に見学や を

行うことで より い学びが と考えられた。

こうした による共同 は 方の大学

の理 によって 学生にとって 重な学びの

となり また SC 活動という点でも 子ども理

を支える 重な と考えられた。SC の多文

化理 スキ の向上には 修した 数も重要

な要 と言 れる（Pietrantoni 2019）。 しで

もこうした ・ は有 と考えられる。 
本 では 役 SC でも カ ンセリン や

ン ー ョンの 本 や学 での SC 活動

など い SC活動の り で課題を

力 を さ てしまう例がある（ 2017）。
他方 SC 活動を 的に学 だ NYIT 学生は

ASCA を学習し活 できるから見 しをも

って SC 活動ができる と自 をもって ってい

た。2 の共同 から ることは 的な

活動 に た 的カリキュラムの重要性

である。 文化 の ージョンなど の

における 学習と SC 活動が自 と びつき, 
に繋がるためには ンターン など学

での SC 実習だけでなく 実 の とな

る SC 実 に した理論や に く 的

学習が必要と考えられる。 在 臨床心理士

ラムだけでなく 公認心理師 ラムの長時

間に たる実習が行 れているが それを実 に

繋がる に ちた学びとするには 活動

や理論の 的な学びと のような

な による や 化を の が

必要ではないだ うか。多文化理 や進 ・学習

など SC 活動に必 な事 を かつ 理論と

を繋 きを す 的学習の が

本 でもますます求められていると考えられた。 
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